
屈折及び調節の障害 3,002件（29.4%）

緑内障 446件（4.4%）
白内障 1,810件（17.7%）

眼瞼の障害 205件（2.0%）

糖尿病網膜症 367件（3.6%）
角膜炎 350件（3.4%）

涙器の障害 303件（3.0%）

結膜炎 527件（5.2%）

その他 1,616件（15.8%）

眼内レンズ挿入眼 840件（8.2%）
網膜障害 753件（7.4%）

　眼科

1．概要
　日本眼科学会認定の眼科専門医が一人増えた。
　白内障手術時、乱視矯正のための円柱度数入りのトーリック眼内レンズの使用も適応症例に使用がす
すんだ。今後帰り手術検討等も考えられる。
　緑内障手術時、インプラント挿入術も適応症例に使用がすすんだ。
　硝子体手術時、広角観察システムなど使用、手術用顕微鏡更新などもあり、手術時間短縮、手術件数
増加になった。
　当科では対応できない症例では大学病院等とも連携し最良の治療が提供できるようにしている。

（副部長　　原　由美子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●疾患別頻度 総件数：10,219件



（1）入院患者
入院時主病名 （人）

白内障 ４８６

網膜剥離 ５３

糖尿病網膜症 ４８

黄斑上膜 ４７

緑内障 ３７

黄斑円孔 １９

硝子体出血・混濁 １７

斜視 ７

無水晶体眼 ７

増殖硝子体網膜症 ４

角膜潰瘍・角膜炎 ３

眼窩蜂窩織炎 ２

網膜下出血 ２

網膜静脈閉塞症 １

網膜動脈閉塞症 １

視神経症 １

内反症 １

外傷・眼球破裂 １

角膜穿孔 １

急性網膜壊死 １

眼内炎 １

眼内異物 １

合計 ７４１



（2）手術数
[1]外来手術数

外来手術件数 （件）

網膜光凝固術（ＰＨＣ） １，０２２

硝子体注射・テノン嚢下注射 ４２２

レーザー後発白内障切開術（ＹＡＧ） １００

レーザー虹彩切開術(LI) ３２

レーザー線維柱帯形成術（LTP/SLT） ５

霰粒腫摘出術 ４

涙点プラグ挿入 ４

合計 １，５８９

外来特殊検査件数

光干渉断層撮影（OCT） ５，９９７

動的量的視野検査 ９１９

蛍光眼底撮影 ８５８

静的量的視野検査 ７９７

眼鏡処方 ３２９

合計 ８，９００

[2]手術センター手術数

手術センター手術件数 （件）

白内障手術 ５９６

硝子体茎顕微鏡下離断術 １６１

網膜復位術 ２３

眼瞼下垂症手術 ２０

線維柱帯切開術 １９

繊維柱帯切除術 １６

内反症手術 １６

眼内レンズ二次挿入 １５

翼状片切除術 １５

斜視手術 ７

眼瞼腫瘍切除術 ６

増殖性硝子体網膜症手術 ５

硝子体注入・吸引術 ３

角膜・結膜・強膜縫合術 ３

涙小管形成術 ２

網膜冷凍凝固術 １

結膜腫瘍切除術 １

合計 ９０９



学会発表（医局）
 ※丸数字は共同研究者を示す＜眼科＞

No. 演　　題　　名 発表者及び
共同研究者 学会・研究会名 発表年月日

①
肥厚性硬膜炎に伴う視神経障害にたい
してステロイドパルス療法が著効した
１例

西原 裕晶 第67回日本臨床眼科学会 2013/11/2



研究会発表（医局）

※丸数字は共同研究者を示す＜眼科＞

No. 演　　題　　名
発表者及び
共同研究者

学会・研究会名 発表年月日

1 IOL強膜内固定術 西原 裕晶 東三河眼科研究会 2013/10/24

2
糖尿病黄斑浮腫に対するマキュエイド
硝子体注射と加齢黄斑変性に対するア
イリーアの使用経験

稲垣　彩 東三河眼科研究会 2013/10/24

3 黄斑円孔の術後の非閉鎖の一例 西原 裕晶 第８回実戦!!黄斑疾患Conference 2013/11/20

4
硝子体に落下したIOLを強膜内固定術
で整復した１例

福井 真理子 名古屋大学集談会 2013/12/21



座長・司会（医局）

＜眼科＞

No. 演　　題　　名 座長名 学会・研究会名 発表年月日

1 一般講演72　医政 白井 正一郎 第67回日本臨床眼科学会 2013/11/3

 




